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１ 

一
宮
町 

  

一
宮
町
は
、
香
東
川
中
流
域
の
右
岸
に
位
置
し
、
東
は
仏
生
山
町
・
三
名
町
、
西
は
円
座
町
、
東
は
寺

井
町
・
香
川
町
、
北
は
鹿
角
町
と
接
し
ま
す
。
地
名
の
一
宮
は
、
讃
岐
国
一
宮
の
田
村
神
社
鎮
座
地
で
あ

る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
二
月
に
、
一
宮
・
成
相
（
成

合
）・
鹿
角
・
三
名
村
の
四
つ
の
村
が
合
併
し
て
香
川
郡
一
宮
村
が
成
立
し
、
旧
村
名
を
継
承
し
た
四
大
字

を
編
成
し
ま
し
た
。
辻
堂
池
・
行
寺
池
・
新
池
の
三
つ
の
た
め
池
を
灌
漑
用
水
と
し
た
米
作
を
中
心
と
し

た
地
域
で
し
た
。 

 

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
、
高
松
～
琴
平
間
に
現
在
の
高
松
琴
平
電
鉄
琴
平
線
が
全
線
開
通
し
、
同
時
に

一
宮
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
九
月
五
日
に
、
南
接
す
る
香
川
県
寺
井
地
区
の
一
部
を
編

入
し
、
大
字
と
し
て
寺
井
を
加
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
三
〇
日
に
高
松
市
の
一
部
と
な
り
、
村

制
時
の
五
大
字
は
、
町
名
と
し
て
継
承
さ
れ
ま
し
た
。 

  

２ 

潜
水
橋 

  

潜
水
橋
は
、
潜
り
橋
、
沈
下
橋
、
潜
流
橋
な
ど
様
々
な
呼
び
方
が
あ
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
普
段

水
が
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
だ
け
架
橋
さ
れ
、
土
地
と
同
程
度
の
高
さ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
水
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位
の
状
態
で
は
橋
と
し
て
使
え
る
も
の
の
、
増
水
時
に
は
、
水
面
下
に
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
潜
水
橋
に
は
欄
干
（
手
す
り
）
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
洪
水
で
橋
が
沈
下
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
水
の
抵
抗
を
受
け
に
く
く
す
る
ほ
か
、
流
木
等
が
欄
干
に
引
っ
か
か
り
、
水
の
流
れ
が
悪
く

な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
潜
水
橋
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
を
受
け
入
れ
、
共
生
し
て
い
こ
う
と
す

る
人
々
の
生
活
様
式
の
象
徴
と
も
い
え
ま
す
。
高
知
県
の
四
万
十
川
に
架
か
る
佐
田
沈
下
橋
や
岩
間
沈
下

橋
が
特
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
知
県
で
は
、
四
万
十
川
に
架
か
る
四
十
八
橋
に
つ
い
て
、「
四
万
十
川
沈

下
橋
保
存
方
針
」
を
策
定
し
、
生
活
文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

対
義
語
と
し
て
は
、
増
水
時
に
も
橋
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
「
永
久
橋
」「
抜
水
橋
」
が
あ
り
ま
す
。

架
橋
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
山
間
部
に
も
本
格
的
な
橋
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
慣
れ
て
い
る
は
ず
の

地
元
住
民
と
い
え
ど
も
転
落
事
故
が
絶
え
な
い
こ
と
か
ら
、
永
久
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
て
い
き
、
潜
水
橋

は
徐
々
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 
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３ 

大
禹
謨 

  

大
禹
謨
と
は
、
中
国
の
史
書
『
書
経
』
の
中
に
見
ら
れ
る
言
葉
で
、
一
般
的
に
は
「
偉
大
な
禹
の
は
か

り
ご
と
」
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
禹
」
は
、
中
国
黄
河
の
治
水
に
尽
く
し
た
禹
王
を
指
し
ま
す
。 

大
禹
謨
の
碑
を
作
っ
た
の
は
、
西
嶋
八
兵
衛
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
嶋
八
兵
衛
は
、
江
戸
時
代
、
香

東
川
の
大
改
修
を
行
い
、
大
野
郷
（
高
松
市
一
宮
団
地
付
近
）
か
ら
二
股
に
分
か
れ
て
い
た
川
の
流
れ
の

う
ち
、
雨
が
降
る
た
び
に
洪
水
を
起
こ
し
て
い
た
東
の
流
れ
（
城
下
町
付
近
を
通
っ
て
い
た
）
を
堰
き
止

め
、
西
の
流
れ
一
本
に
し
ま
し
た
。
そ
の
折
に
、
禹
王
に
あ
や
か
り
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
、
大
禹
謨
碑

を
建
て
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
大
禹
謨
の
碑
は
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
香
東
川

で
起
き
た
大
洪
水
に
よ
り
決
壊
し
た
上
中
津
の
復
旧
工
事
中
に
、
住
民
が
偶
然
こ
の
碑
を
掘
り
起
こ
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
碑
に
字
が
掘
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
川
沿
い
の
旧
・
安
原
街
道
に
あ
る
薬

師
如
来
の
隣
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
再
び
こ
の
碑
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
一

宮
村
史
」
の
調
査
に
携
わ
っ
て
い
た
平
田
三
郎
氏
（
元
四
番
丁
小
学
校
校
長
）
が
、
川
部
橋
北
三
百
メ
ー

ト
ル
右
岸
で
あ
る
草
む
ら
で
こ
の
碑
を
発
見
し
、
さ
ら
に
「
大
禹
謨
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
こ
の
石
碑
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
大
禹
謨
」
の
筆
跡
が
西
嶋
八
兵
衛
の
も
の
と
似
て
い
る
こ
と
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が
判
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
元
栗
林
公
園
所
長
の
藤
田
勝
重
氏
が
大

禹
謨
の
存
在
に
気
付
き
、
こ
の
貴
重
な
碑
が
も
う
二
度
と
見
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
適
切
な
保
全
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
者
一
同
の
熟
議
の
末
、
翌
年
に
由
緒
深
い
栗
林
公
園
の
商
工
奨
励
館
の
中
庭

に
遷
座
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
禹
謨
の
保
全
と
顕
彰
を
図
る
た
め
、
県
立
香
川
中
央
高
校

の
野
球
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
裏
に
あ
た
る
道
端
に
「
中
津
の
薬
師
堂
」「
牛
の
墓
」
と
並
ん
で
大
禹
謨
の
レ
プ

リ
カ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

４ 

金
毘
羅
道
・
遍
路
道
・
讃
岐

さ
ぬ
き
の

国 く
に

往
還

お
う
か
ん 

 【
金
毘
羅
道
】 

 

各
地
と
金
刀
比
羅
宮
を
結
ぶ
参
詣
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
街
道
の
う
ち
、
特
に
利
用
が
多
か
っ
た
丸

亀
・
多
度
津
・
高
松
・
伊
予
土
佐
・
阿
波
へ
向
か
う
道
を
「
金
毘
羅
五
街
道
」
と
呼
び
ま
す
。
高
松
道
は
、

起
点
を
高
松
城
外
掘
に
か
け
ら
れ
て
い
た
常
磐
橋
（
現
在
の
高
松
三
越
付
近
）
と
し
、
栗
林
、
円
座
、
滝

宮
、
岡
田
、
榎
井
を
経
由
し
、
琴
平
に
至
り
ま
す
。
特
に
高
松
初
代
藩
主
松
平
賴
重
の
入
部
以
降
、
歴
代

藩
主
が
金
毘
羅
参
詣
を
繰
り
返
し
た
こ
と
に
伴
い
整
備
さ
れ
、
街
道
沿
の
町
は
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
い
ま
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し
た
。 

 
ま
た
、「
金
毘
羅
五
街
道
」
以
外
に
も
金
毘
羅
へ
通
じ
る
脇
道

が
県
内
に
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
脇
道
に
は
、
金
毘
羅
を
示

す
道
標
や
石
造
物
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
地
元
の
人
が
よ
く
利

用
し
た
道
で
も
あ
り
ま
す
。
一
宮
字
仲
島
の
三
叉
路
の
内
側
に

は
、
地
蔵
堂
と
道
標
が
残
っ
て
い
ま
す
。
地
蔵
尊
の
台
座
石
に

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
刻
銘
が
見
え
、
北
面
に
「
西
は
丸

亀
道
、
東
は
白
鳥
道
」
東
面
に
「
此
方
こ
ん
ひ
ら
道
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

【
遍
路
道
】 

 

遍
路
道
は
、
弘
法
大
師
空
海
ゆ
か
り
の
霊
跡
を
巡
る
巡
礼
道
で
す
。
国
籍
や
宗
教
・
宗
派
を
超
え
て
誰

も
が
お
遍
路
さ
ん
と
な
り
、
地
域
住
民
の
温
か
い
「
お
接
待
」
を
受
け
な
が
ら
、
供
養
や
修
行
の
た
め
、

ま
た
、
救
い
や
癒
し
な
ど
を
求
め
て
巡
礼
を
し
ま
す
。
一
番
か
ら
八
十
八
番
ま
で
番
付
け
さ
れ
た
各
札
所

寺
院
に
は
規
模
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
並
列
的
な
位
置
付
け
で
あ
り
、
全
体
も
し
く
は
一
部
を
代
表
す
る

霊
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

江
戸
時
代
に
な
り
、
社
会
が
安
定
し
た
こ
と
を
背
景
に
庶
民
に
よ
る
巡
礼
が
一
般
化
し
始
め
、
案
内
書
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が
刊
行
さ
れ
、
道
標
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
道
の
固
定
化
が
進

み
ま
し
た
。
全
長
約
一
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
四
国
遍
路
の

道
は
、
信
仰
の
道
で
あ
る
た
め
、
け
も
の
道
の
よ
う
な
細
く
整

備
さ
れ
て
い
な
い
道
や
、
既
存
の
官
道
（
往
還
）
が
充
て
ら
れ

た
場
合
も
あ
り
ま
す
。
第
八
〇
番
国
分
寺
～
第
八
十
三
番
一
宮

寺
の
遍
路
道
も
讃
岐
国
往
還
と
重
複
し
て
い
ま
す
。
一
宮
字
仲

島
の
三
叉
路
の
内
側
に
は
、
金
毘
羅
道
へ
の
道
標
の
ほ
か
、「
☞

国
分
寺 

☜
一
之
宮
」
と
遍
路
道
を
記
し
た
道
標
が
あ
り
ま
す
。 

  

★
道
標 

 

旅
人
の
道
程
の
目
安
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
道
の
分
岐
点
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
標
柱
の
側

面
を
東
西
南
北
に
見
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
に
各
道
の
行
先
を
記
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
標
は
、

幕
府
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
道
に
関
わ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
運
送
業
者
を
は
じ
め
、
沿
道

民
や
街
道
を
利
用
し
て
寺
社
参
詣
を
行
っ
て
い
た
講
中
ら
が
、
道
心
・
馬
な
ど
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
道

中
の
安
全
を
祈
願
す
る
対
象
と
し
て
私
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
遍
路
道
や
金
毘
羅
参
詣
道
に
関
す
る
道
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標
が
数
多
く
残
り
、「
手
形
」
や
「
右
・
左
」
な
ど
、
札
所
へ
の
案
内
表
記
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
見
ら
れ
、

現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
讃
岐
国
往
還
】 

 

讃
岐
国
往
還
は
、
古
代
の
官
道
で
あ
る
南
海
道
の
系
譜
を
引
く
道
で
す
。
讃
岐
国
往
還
は
、
多
く
が
他

の
街
道
と
重
複
し
、
一
宮
寺
～
国
分
寺
は
遍
路
道
と
重
複
し
ま
す
。
讃
岐
国
往
還
は
、
香
川
県
を
東
西
に

横
断
す
る
最
短
ル
ー
ト
で
も
あ
り
、
現
在
で
も
交
通
量
の
多
い
道
筋
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

５ 

一
宮
寺 

  

一
宮
寺
は
、
飛
鳥
時
代
の
大
宝
年
間
（
七
〇
一
～
七
〇
三
）
に
義
淵
僧
正

が
創
建
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
「
大
宝
院
」
と
称
し
た
法
相
宗

の
寺
で
し
た
。
和
銅
年
間
（
七
〇
八
～
七
一
五
）
に
諸
国
に
一
宮
が
建
立
さ

れ
た
時
、
讃
岐
一
宮
と
し
て
田
村
神
社
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の

第
一
別
当
寺
と
な
り
、
寺
号
を
一
宮
寺
と
改
め
ま
し
た
。
後
に
弘
法
大
師
が

滞
在
し
、
聖
観
音
菩
薩
を
刻
ん
で
本
尊
と
し
て
安
置
し
、
同
時
に
真
言
宗
に

改
宗
し
ま
し
た
。 
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延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
年
に
は
、
藩
主
の
松
平
氏
に
よ
り
神
仏

分
離
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
治
の
神
仏
分
離
令
よ
り
も
約
二
百
年
前
に
独

立
寺
院
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
四
国
霊
場
第
八
十
三
番
札
所
と
し

て
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
堂
に
は
、
弘
法
大
師
作
と
い
わ
れ
る
聖
観
音
菩
薩
が
あ
り
、
右

側
に
は
、「
一
宮
の
お
大
師
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
る
大
師
堂
が

あ
り
、
天
井
一
面
に
先
祖
供
養
・
家
内
安
全
を
祈
願
し
た
吊
灯
籠
が

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
師
堂
の
隣
に
は
、
平
成
十
八
年
に
落
慶
し

た
護
摩
堂
が
あ
り
、
不
動
明
王
像
を
拝
顔
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
宮
寺
で
は
、
毎
月
二
十
八
日
（
不
動
明
王
の
縁
日
）
の
午
前
十
時

か
ら
護
摩
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
護
摩
堂
の
正
面
に
あ
る
石
灯
籠

は
、
京
の
名
工
で
あ
る
西
村
金
造
氏
の
作
で
、
地
面
に
八
角
形
に
配

置
さ
れ
縁
起
の
よ
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。
仁
王
門
両
脇
に
は
、
都
の

仏
師
・
赤
尾
右
京
作
の
仁
王
尊
立
像
が
あ
り
、
さ
ら
に
旅
の
道
中
安

全
を
祈
願
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
た
大
わ
ら
じ
が
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。 
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６ 

辻
堂
池 

  

辻
堂
池
は
、
平
地
に
造
ら
れ
た
皿
池
で
あ
り
、
戦
国

時
代
の
末
期
に
行
司
市
正
が
築
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
行

寺
池
と
共
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

辻
堂
池
の
築
造
年
代
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
松
平
藩
時
代
に
入
る
と
、
新
田
開
発
の
進
展
に
伴
っ

て
既
存
の
出
水
や
た
め
池
で
は
灌
漑
用
水
が
ま
か
な
え

な
く
な
り
、
行
寺
池
の
増
改
築
や
辻
堂
池
の
築
造
が
行

わ
れ
た
。（
中
略
）
こ
れ
に
よ
り
、
寺
井
、
一
宮
、
三
名

及
び
鹿
角
各
村
の
水
利
は
著
し
く
改
善
さ
れ
、
多
く
の

田
地
を
美
田
と
化
し
、
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し
た
。
」

と
行
寺
池
の
沿
革
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

築
造
以
来
、
た
め
池
関
係
者
は
維
持
管
理
に
努
力
し
、

補
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
が
著
し
く
、
豪
雨

時
の
堤
防
決
壊
も
憂
慮
さ
れ
る
状
態
と
な
っ
た
た
め
、

平
成
元
年
か
ら
五
年
を
か
け
て
全
面
改
修
し
ま
し
た
。 
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ふるさと探訪「ことでん一宮駅から旧金毘羅街道を歩く」探訪ルート（修正版） 

 

辻堂池 

ことでん一宮駅 

道標・地蔵堂 

一宮寺 

辻道池 

金毘羅灯籠 

ことでん一宮駅 



 



 

１２月１６日（日）復路 

◆ことでん琴平線 空港通り駅 

上り/下りとも 12:19発（※一宮へ行く場合のみ 12:04 発） 

 
 

最明寺 

✿次回のふるさと探訪は… 

◎テ－マ：「香西氏の史跡を訪ねる」（予定） 

◎と  き：平成３１年１月２０日（日）午前９時３０分～正午頃 

◎集合場所：宇佐八幡宮 正面の鳥居付近（香西本町４６５） 

◎講  師：立山 信浩さん（『笠居郷探訪』著者） 

◎探訪先：・藤尾城跡（宇佐八幡宮） 

・芝山城跡（芝山神社） 

・万徳寺    等 

★当日、万徳寺隣の香西寺では大護摩が行われます。 

◎参加費：無料 

～注意～ 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１月１５日号に開催案内を掲載予定です。 

（ホームページでは、より詳細な開催案内や過去の資料を御覧いただけます！） 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分に文

化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。電話が通じない場合は

実施予定ですので、集合場所にお集まりください。 

← ふるさと探訪（１月）ホームページへ！ 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


